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未成年競技者におけるドーピング検査実施に関する親権者同意書の取得についてJADA　(公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構）からの連絡です。
全世界・全スポーツの規程である、世界アンチ・ドーピング規程(World Anti-Doping Code)、国際基準、そして日本アンチ・ドーピング規程が改定され、2015年1月1日より始まります。改訂版2015年世界アンチ・ドーピング規程では、「未成年」を、「18歳未満」として規定しています。しかし日本の法律上、「未成年」は「20歳未満」となりますので、競技会に参加し、ドーピング・コントロール（一連のドーピング検査に係ること）の対象となることについて満20歳になるまで、親権者からの「同意書」を得ることになりました。
日本カーリング協会では、このような規定となる前から検査対象となる可能性のある20歳未満の競技者の親権者から、大会毎に同意書をいただいていましたが、今回新たな規定となり、JADAの書式ができました。
ドーピング検査対象大会に出場する可能性のある未成年競技者は、親権者と【同意書】の内容を確認し、親権者からの署名と住所及び競技者の署名と住所を記入し、日本カーリング協会事務局へ提出してください。よろしくお願いします。
　この同意書は競技者が20歳となるまで有効です。大会毎の提出は不要です。
